
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改 善 箇 所 説 明 図  

改善措置の内容  

全車両、燃料ホースを対策品に交換する。 

なお、部品が供給できない場合には、暫定措置として燃料ホースの接続部にクランプを追加し、対策品が
供給され次第、燃料ホースを対策品に交換する。  

注 ：   は、追加する部品を示す。 

識別：作業完了車には、所定の位置に「LT144」の文字が記載された白黄色のシールを貼付ける。 

トラック ：助手席リヤドアピラーストライカー付近 

バス ：アクセルペダル右部壁面 

エンジン 

基準不適合発生箇所 

小型トラック・バスにおいて、戻り側燃料ホースの材質が不適切なため、架装時、車両洗車時等に

使用される化学物質により、燃料ホースが膨潤するものがある。そのため、そのままの状態で使用

を続けると、燃料ホースの接続部が外れて燃料が漏れ、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 
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